
人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
一
巻　

二
〇
〇
八
年

一
．
は
じ
め
に

　

江
戸
後
期
の
広
島
藩
儒
・
頼ら

い

春
し
ゅ
ん

水す
い

が
再
興
し
た
頼ら

い

家
に
は
、
儒
者
家
庭
で
重
要
な
行
事
で
あ
る

家
祭
の
献
立
が
多
数
残
っ
て
お
り

) 2
･1

(
、
こ
の
「
頼ら

い

家
家
祭
献
立
」
に
つ
い
て
筆
者
ら
は
、
忌
祭
献
立

) 6

- 3

(

、

時
祭
献
立) 7

(

、
そ
の
他
の
饗
応
献
立) 7

(

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
翻
刻
お
よ
び
解
説
を
行
っ
て
き
た
。
家

祭
献
立
の
膳
は
、
司
祭
の
時
に
祠
堂
に
供
え
る
供
物
で
あ
り
、
祠
堂
で
の
儀
式
が
済
め
ば
皆
で
拝
供

す
る
と
い
う
家
祭
行
事
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
頼ら

い

家
家
祭
献
立
」
の
中
に
は
、
二

つ
、
あ
る
い
は
三
つ
重
複
し
て
残
さ
れ
て
い
る
献
立
が
あ
る
（
表
１
）。
既
報

) 7

- 3

(

で
は
、
こ
れ
ら
重
複

献
立
の
う
ち
ど
れ
か
一
つ
の
み
を
代
表
し
て
掲
載
し
て
き
た
。
重
複
献
立
の
中
に
は
、
内
容
が
た
が

い
に
相
違
な
い
も
の
も
あ
っ
た
が
、
使
用
食
材
な
ど
が
異
な
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く

な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
重
複
献
立
を
取
り
上
げ
、
全
て
の
重
複
献
立
を
併
記
し
て
翻

刻
す
る
こ
と
に
よ
り
、
献
立
内
容
や
使
わ
れ
て
い
た
食
材
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
重
複
献
立
が

残
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

翻
刻
は
原
則
と
し
て
表
１
の
分
類
記
号
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
掲
載
し
、
紙
面
節
約
の
た
め

Ｎ
と
Ｏ
の
み
順
序
を
入
れ
替
え
た
。
ま
た
、
表
１
の＊

は
既
報
で
掲
載
し
た
献
立
を
示
す
。
Ｄ
⑦

763-

82
、
Ｇ
⑭
763-

55
、
Ｑ
36
763-

３
、
Ｕ
44
763-

18
は
、
い
ず
れ
も
後
半
部
分
が
欠
落
し
て
お
り
、
元
々

書
か
れ
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
紛
失
し
た
も
の
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
時
祭
献
立
原

版
の
う
ち
43
45
47
48
は
横
長
紙
面
で
あ
っ
た
た
め
、
最
後
の
到
来
物
リ
ス
ト
の
部
分
を
献
立
下
部
に

転
写
し
た
も
の
を
掲
載
し
た
。

二
．
重
複
献
立
の
内
容

　

「
頼ら

い

家
家
祭
献
立
」
全
四
〇
二
枚
の
う
ち
、
二
三
組
（
四
八
枚
）
が
重
複
献
立
で
あ
っ
た
。
先
の

「
頼ら

い

家
献
立
資
料
の
分
類
と
解
説) 2

(

」
で
示
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
献
立
は
十
代
当
主
頼
惟つ

と

む勤
に
よ
っ

て
整
理
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
け
ら
れ
た
献
立
一
つ
一
つ
に
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
重
複
献

立
の
多
く
が
763
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
二
つ
重
複
し
て
い
る
も
の

頼ら
い

家
家
祭
重
複
献
立
の
翻
刻
と
解
説

小＊
1　

竹　

佐
知
子
・
大＊

2久
保　

恵　

子

が
二
一
組
、
三
つ
重
複
し
て
い
る
も
の
が
二
組
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
家
祭
の
種
類
別
に
み
る
と
、
忌

祭
献
立
が
一
四
組
、
時
祭
献
立
が
八
組
、
そ
の
他
の
饗
応
が
一
組
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
、
重
複
献

立
同
士
で
内
容
が
全
く
同
一
の
も
の
は
一
組
の
み
で
（
分
類
記
号
Ｐ
）、
そ
の
他
の
組
に
は
何
ら
か

の
相
違
点
が
認
め
ら
れ
た
。

三
．
重
複
献
立
間
の
相
違
点

　

重
複
献
立
間
の
相
違
点
に
は
、
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
っ
た
。

　

最
も
単
純
な
も
の
は
記
入
食
品
や
調
理
法
の
出
順
が
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
四
ヶ
所
で
認
め
ら
れ

た
（
Ｄ
竹
の
子
・
ふ
き
・
い
り
こ
／
竹
の
子
・
い
り
こ
・
ふ
き
、
Ｋ
蕨
微
・
干
大
根
・
海
老
／
蕨
微
・

海
老
・
干
大
根
、
Ｌ
い
り
酒
・
鯛
さ
し
み
・
わ
さ
ひ
／
鯛
さ
し
み
・
い
り
酒
・
わ
さ
ひ
、
Ｒ
春
き
く
・

ひ
た
し
物
／
ひ
た
し
も
の
・
春
き
く
）。

　

多
く
見
ら
れ
た
の
は
、
た
が
い
の
献
立
に
異
な
る
食
材
が
記
さ
れ
て
い
た
り
、
一
方
で
は
書
か
れ

て
い
る
も
の
が
他
方
に
は
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
と
い
っ
た
食
材
の
不
一
致
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ら
を
ま
と
め
る
と
表
２
の
よ
う
に
な
り
、
全
部
で
七
六
組
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
う
ち
の
五
〇
品
が
片

方
の
献
立
で
の
欠
損
で
あ
っ
た
。
食
材
不
一
致
の
中
に
は
、
さ
や
ま
め
↓
う
ハ
豆
（
Ｄ
）、
葉
付
か

ぶ
↓
葉
付
大
根
（
Ｕ
）
と
い
う
よ
う
に
、
食
材
自
体
が
似
て
い
る
た
め
に
勘
違
い
し
て
記
入
し
て
し

ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
や
、
う
と
め
↓
め
う
と
（
Ｇ
）
と
音
が
似
て
い
る
た
め
に
間
違
え
て
記
入

し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
じ
食
材
を
指
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
食
材
の
固
有
名
詞
を
使
わ
ず
一
般
名
称
で
表
し
た
り
、
一
部
省
略
し
て
表

記
し
て
い
る
も
の
も
多
か
っ
た
（
や
き
饅
頭
↓
腰
高
饅
頭
（
Ｅ
）、
小
鯛
↓
鯛
（
Ｈ
）、
銘
酒
↓
天
神

清
水
（
Ｈ
）、
流
羊
羹
↓
蒸
菓
子
（
Ｈ
）、
干
く
ハ
し
↓
御
所
落
雁
（
Ｈ
）、
海
参
↓
海
鼠
（
Ｓ
）、
正

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
頼

ら
い
し
ゅ
ん
す
い

春
水
／
頼ら

い
ば
い
し

梅
颸
／
家
祭
／
献
立
／
江
戸
時
代
／
杉
の
木
文
書

＊
１
昭
和
六
三
年
度
生　

人
間
環
境
学
専
攻
（
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
）

＊
２
昭
和
六
三
年
度
生　

比
較
文
化
学
専
攻
（
都
留
文
科
大
学
）

９―１



小
竹
・
大
久
保　

頼ら
い

家
家
祭
重
複
献
立
の
翻
刻
と
解
説

喜
撰
↓
喜
撰
（
Ｓ
）、
揚
げ
半
平
↓
半
平
（
Ｕ
）、
漬
あ
わ
び
↓
あ
わ
び
（
Ｖ
）、
ふ
き
の
頭
↓
欵
冬

花
（
Ｗ
）
）。
一
方
、
Ｍ
㉖
763-

41
向
詰
に
み
ら
れ
る
〈
山
鳥
〉
と
〈
ゑ
ひ
〉
は
、
㉗
764-

５
肴
に
あ
る
〈
山

鳥
〉
と
〈
ゑ
ひ
〉
を
写
し
間
違
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
頼ら

い

家
家
祭
献
立
の
内
容
分
析
を

計
画
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
食
材
が
使
わ
れ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に

は
、
今
回
調
査
し
た
重
複
献
立
で
の
異
な
る
食
材
表
記
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
他
の
相
違
点
を
表
３
に
ま
と
め
た
が
、
同
一
の
食
材
を
漢
字
で
書
い
た
り
、
ひ
ら
が
な
あ
る

い
は
カ
タ
カ
ナ
で
書
い
た
り
と
い
っ
た
異
な
る
表
記
法
で
書
い
た
も
の
が
見
ら
れ
た
り
（
例　

葉
ふ

き
↓
は
ふ
き
／
菓
子
↓
く
ハ
し
）、〈
ひ
た
し
も
の
〉、〈
焼
き
て
〉
と
い
っ
た
調
理
法
が
片
方
に
は
記

入
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
献
立
の
最
後
に
書
か
れ
て
い
る
到
来
物
の
品
名
と
送
り

主
名
の
リ
ス
ト
が
、
片
方
に
は
一
部
し
か
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
全
く
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と

が
あ
っ
た
。

四
．
重
複
献
立
の
意
味

　

以
上
で
重
複
献
立
間
の
相
違
点
を
見
て
き
た
が
、
次
に
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
重
複
献
立
が
残

さ
れ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
重
複
献
立
は
全
献
立
の
一
二
％
し
か
存
在
せ
ず
、
一
部
の
献
立
で

の
み
し
か
重
複
が
み
ら
れ
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
全
て
の
献
立
が
複
数
残
さ
れ
た
も
の
の
、
現
段
階

で
は
未
発
見
あ
る
い
は
未
整
理
な
た
め
全
体
像
を
把
握
で
き
て
い
な
い
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

献
立
が
複
数
作
成
さ
れ
た
理
由
の
可
能
性
を
探
っ
て
み
た
。

可
能
性
❶
家
祭
の
事
前
と
事
後
に
献
立
を
記
し
た

　

家
祭
を
行
う
前
に
予
定
と
し
て
書
か
れ
た
事
前
の
献
立
と
、
実
際
に
供
え
ら
れ
た
事
後
の
献
立
の

両
者
が
残
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
春
水
自
身
が
作
成
し
た
『
頼ら

い

家
家
祭
年
中
行
事
控

) 8

･1

(

』
に
よ
る
と
、

家
祭
の
た
め
の
料
理
は
数
日
前
か
ら
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
準
備
段
階
で
あ
る
程
度
の
献
立
計
画
が
出
来
上
が
り
、
そ
れ
を
ま
ず
書
き
記
し
て
お
く
。
そ
し
て

準
備
を
経
て
、
祭
当
日
を
迎
え
る
わ
け
だ
が
、
当
然
予
定
し
て
い
た
食
材
が
全
て
手
に
入
る
と
は
限

ら
ず
、
実
際
に
使
っ
た
食
材
は
、
予
定
し
て
い
た
も
の
か
ら
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
事
後
の
献
立
で
は
、
異
な
る
食
材
が
書
か
れ
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

可
能
性
❷
下
書
き
し
た
献
立
を
清
書
し
た

　

家
祭
行
事
の
記
録
を
残
す
意
味
で
、
き
ち
ん
と
し
た
清
書
を
残
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ

れ
は
、
重
複
献
立
が
丁
寧
な
筆
遣
い
の
も
の
と
、
乱
筆
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
組
み
合
わ
さ
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
下
書
き
は
乱
筆
で
、
一
方
、
清
書
は
丁
寧
に
書
き
残
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

例
え
ば
、
Ｃ
⑤
献
立
番
号
763-

81
の
余
白
に
は
、
献
立
と
は
無
関
係
の
書
付
も
見
ら
れ
、
こ
れ
は
下

書
き
献
立
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

可
能
性
❸
多
く
の
来
客
の
膳
を
用
意
す
る
た
め
、
複
数
の
献
立
表
が
で
き
た　
　

　

頼ら
い

家
家
祭
行
事
の
日
は
来
客
も
多
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
特
に
時
祭
の
日
に
多
数
の
客
が
頼ら

い

家
を

訪
れ
て
膳
に
与
る
様
子
を
、
春
水
妻
・
梅ば

い

し颸
は
『
梅
颸
日
記) 9

(

』
に
記
し
て
い
る
。「
（
文
化
七
年
秋
饗

八
月
一
〇
日
）
時
祭
無
滯
相
濟
、
萬
四
郞
父
子
來
、
吉
之
助
・
數
馬
・
六
一
・
直
次
・
伊
助
初
、
家

内
例
の
通
來
、
不
斗
來
者
、
江
原
興
兵
衞
・
高
月
左
右
衞
門
な
ど
來
、
酒
飯
す
、
て
い
り
ん
も
よ
ぶ
。」

と
あ
り
、
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
者
だ
け
で
も
一
一
人
の
訪
問
者
が
い
た
。「
（
文
政
元
年
秋
饗
八
月

二
八
日
）
か
い
ぜ
ん
丁
久
子
、
比
方
親
子･

三
千
・
お
三
穗
、
一
同
に
膳
に
居
る
。
進
藤
迎
、
家
來

二
人
、
別
に
早
助
餞
別
旁
、
う
わ
さ
申
つ
か
は
し
、
酒
飯
さ
せ
る
。
門
人
二
人
・
俊
平
・
三
五
、
乳
母
・

下
女
二
人
、
僕
大
す
か
う
ば
母
子
・
多
門
小
娘
・
南
若
黨
・
進
藤
若
黨
・
伊
助
・
二
作
、
酒
七
升
八

合
、
御
酒
共
、
米
。」
で
は
、
一
四
人
が
膳
に
つ
い
て
い
る
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

「
（
文
政
七
年
春
饗
二
月
一
五
日
）
時
祭
、
無
滯
相
濟
、
一
同
に
膳
出
す
處
、
十
二
人
・
此
方
四
人
・

南
五
人
・
進
藤
夫
婦
・
千
藏
・
き
ぬ
女
・
駒
井
・
梶
山
・
山
中
・
伊
助
夫
婦
・
善
三
郎
・
玉
山
堂

忰
・
石
儀
・
大
す
か
母
子
・
粂
藏
・
母
・
利
右
衞
門
・
直
次
・
權
藏
・
南
下
女
二
人
・
進
藤
下
女
二

人
・
僕
京
寺
川
若
黨
・
多
門
な
ほ
。」
で
は
四
六
人
が
、「
（
文
政
八
年
秋
饗
八
月
二
五
日
）
時
祭
相
濟
、

南
翁
不
快
、
聢
と
な
く
不
參
、
南
家
々
來
に
至
る
迄
、
進
藤
同
樣
、
四
十
人
餘
、
酒
七
升
、
御
備
ハ

別
也
。」
で
は
、
梅
颸
自
ら
書
い
た
四
〇
人
余
り
が
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
大
勢
の
客

人
た
ち
に
出
す
膳
も
、
供
え
膳
と
一
緒
に
準
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
食
材
の
数
に
は

制
限
も
あ
り
、
大
勢
の
客
人
皆
に
全
て
同
一
の
膳
を
出
す
に
は
限
り
が
あ
っ
た
め
、
膳
に
よ
っ
て
は

異
な
る
食
材
で
料
理
を
仕
上
げ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
違

う
食
材
に
よ
る
献
立
表
が
重
複
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
後
、
本
稿
で
報
告
し
た
重
複
献
立
の
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
頼ら

い

家
家
祭
献
立
の
検
討
を
行
い
、

江
戸
後
期
の
儒
者
家
庭
に
お
け
る
食
生
活
の
様
子
を
探
っ
て
ゆ
き
た
い
。
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謝
辞

本
研
究
は
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〈
梅
颸
日
記
を
読
む
会
〉（
代
表　

大
口
勇
次
郎
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授
）
の
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
頼
山
陽
史
跡

資
料
館
（
広
島
県
広
島
市
中
区
袋
町
五
番
一
五
号
）
の
荒
木
清
二
氏
お
よ
び
花
本
哲
志
氏
に
は
、
資
料
閲
覧
に
関
し

ま
し
て
多
大
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
深
謝
す
る
。

註

（
1
）　

杉
の
木
文
書
：
頼
宗
家
に
伝
わ
る
文
書
資
料
を
指
す
。
原
本
は
広
島
県
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
所
蔵

（
2
）　

小
竹
佐
知
子
・
大
久
保
恵
子
「
頼
家
献
立
資
料
の
分
類
と
解
説
」
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
紀
要
、
第
三
五
巻
、

四
一―

五
二
（
二
〇
〇
二
）

（
3
）　

小
竹
佐
知
子
・
大
久
保
恵
子
「
頼
家
忌
祭
献
立
の
翻
刻
と
解
説―

そ
の
一　

初
代
・
二
代―

」
お
茶
の
水
女

子
大
学
大
学
院
、
人
間
文
化
研
究
年
報
、
第
二
六
号
、
一―
一
五
頁
（
二
〇
〇
三
）

（
4
）　

大
久
保
恵
子
・
小
竹
佐
知
子
「
頼
家
忌
祭
献
立
の
翻
刻
と
解
説―

そ
の
二　

三
代
お
よ
び
そ
の
弟
達―

」
お

茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
、
人
間
文
化
研
究
年
報
、
第
二
七
号
、
七―
二
一
頁
（
二
〇
〇
四
）

（
5
）　

小
竹
佐
知
子
・
大
久
保
恵
子
「
頼
家
忌
祭
献
立
の
翻
刻
と
解
説―

そ
の
三　

四
代―

」　

お
茶
の
水
女
子
大
学

大
学
院
、
人
間
文
化
論
叢
、
第
七
巻
、
一―

一
二
頁
（
二
〇
〇
五
）

（
6
）　

大
久
保
恵
子
・
小
竹
佐
知
子
「
頼
家
忌
祭
献
立
の
翻
刻
と
解
説―

そ
の
四　

五
代
、
六
代―

」
お
茶
の
水
女

子
大
学
大
学
院
、
人
間
文
化
研
究
年
報
、
第
九
巻
、
一―

一
〇
頁
（
二
〇
〇
七
）

（
7
）　

小
竹
佐
知
子
・
大
久
保
恵
子
「
頼
家
時
祭
献
立
な
ら
び
に
そ
の
他
の
饗
応
献
立
の
翻
刻
と
解
説
」
お
茶
の
水

女
子
大
学
大
学
院
、
人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢
、
第
一
〇
巻
、
一―

一
六
頁
（
二
〇
〇
八
）

（
8
）　

小
竹
佐
知
子
・
大
久
保
恵
子
「
『
頼
家
家
祭
年
中
行
事
控
』
の
翻
刻
お
よ
び
解
説
」
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学

紀
要
、
第
三
五
巻
、
五
三―

五
六
（
二
〇
〇
二
）

（
9
）　

木
崎
愛
吉
・
頼
成
一
共
編
『
梅
颸
日
記
』
頼
山
陽
全
書
、
国
会
刊
行
会
、
三
二
七
、四
八
三
、六
三
七
、六
八
四

（
一
九
八
三
）
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小
竹
・
大
久
保　

頼ら
い

家
家
祭
重
複
献
立
の
翻
刻
と
解
説

【
表
１
】
重
複
献
立
の
一
覧

内容 開催日 西暦 和暦 資料番号
識別
番号

識別
記号

二代 道喜 10月24日 1815 文化12
＊711-4 ①

Ａ

忌　
　
　
　

祭

763-142 ②

二代妻 妙喜 ９月６日 1822 文政５
763-116 ③

Ｂ＊769-8 ④

三代妻 妙意 ３月18日

1817 文化14
763-81 ⑤

Ｃ＊767-1 ⑥

1821 文政４
763-82 ⑦

Ｄ＊767-6 ⑧

1835 天保６
＊763-84 ⑨

E
763-85 ⑩

四代 亨翁 ２月１日

1816 文化13
＊765-10 ⑪

F
766-4 ⑫

1828 文政11
＊763-54 ⑬

G
763-55 ⑭

1834 天保５
＊763-58 ⑮

H
763-59 ⑯

四代妻 妙蓮 ４月17日 1819 文政２
＊768-2 ⑰

I
768-7 ⑱

五代 春水 ２月19日

1817 文化14
＊763-66 ⑲

J
766-6 ⑳

1825 文政８
763-68 ㉑

K＊766-2 ㉒

1826 文政９
763-69 ㉓

L763-70 ㉔
＊766-5 ㉕

六代 景譲 １月28日

1821 文政４
763-41 ㉖

M＊764-5 ㉗

1822 文政５
763-42 ㉘

N＊764-1 ㉙

764-6 ㉚

1855 安政２
＊763-47 ㉛

O
763-48 32

秋饗 ８月22日 1812 文化９
＊762-4 33

P

時　
　
　
　

祭

763-1 34

秋饗 ８月28日 1818 文政１
＊763-2 35

Q
763-3 36

秋饗 ８月26日 1821 文政４
＊763-8 37

R
763-9 38

春饗 ２月29日 1823 文政６
＊763-12 39

S
763-13 40

秋饗 ８月25日 1823 文政６
＊763-14 41

T
763-15 42

秋饗 閏８月28日 1824 文政７
＊763-17 43

U
763-18 44

春饗 ３月30日 1841 天保12
＊763-32 45

Ｖ
763-33 46

その他の饗応
(冬饗） 11月30日 1826 文政９

＊763-21 47
Ｗ 他

763-22 48

（｢ 頼家献立資料の分類と解説 ｣2 の表 3 を改変）
＊は既報３- ７掲載献立
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【
表
２
】
重
複
献
立
に
お
け
る
相
違
食
材
名

識別記号 食品 項目 食品 識別記号 分類記号 No.
② つく□子 汁 － ① A 1

⑧
うハ豆 平 さやまめ

⑦ D
2

玉子煮ぬき 肴 － 3
うつらやき 菓子 － 4

⑩

竹の□ 平 さや豆

⑨ E

5
－ めばる 6

清水 酒 － 7
腰高饅頭 菓子 やき饅頭 8

⑭ めうと 汁 うとめ ⑬ G 9

⑯

干かぶ
汁

－

⑮ H

10
焼とうふ － 11
葉ふき － 12
山芋 平 しいたけ 13
鯛 向詰 小鯛 14

天神清水 酒 銘酒 15
－

肴

蝦 16
玉子 － 17
すし － 18
きく 干菊 19

すせうゆ － 20
蒸菓子

菓子
流羊羹 21

干くハし 御所落雁 22
⑱ 盧橘 菓子 － ⑰ I 23

⑳

くるまふ 汁 とうふ

⑲ J

24
あわび 平 － 25

からつけ瓜 香の物 － 26
雪魚

肴
－ 27

うすゆき昆布 － 28

㉒

塩鴨 汁 塩鳥

㉑ K

29
小倉野 菓子 － 30
網代木

茶
－ 31

山吹 － 32

㉔

－

肴

うと
㉓ L

33
－ くわひ 34
－ ハらひ/わらひ

㉕
35

－ さや豆 36

㉗
みつは 汁 －

㉖ M
37

－
向詰

（山鳥） 38
－ （ゑひ） 39

㉙

－
汁

ミそ
㉘

N

40
－ あかゝい／あかゝひ 41
－ 葉ふき 42
－ 平 鯛切身

㉚

43
－ 向詰 鯔 44
－ 香の物 なら漬 45

白干鮎 肴 干鮎 46

32

よめな 猪口 －

㉛ O

47
うとめ 汁 － 48
竹の子

向詰
－ 49

めばる あいなめ 50
－ 香の物 なすひ 51
－ 酒 丹醸 52

ひよ鳥
肴

ゑひ 53
－ みつ葉 54
－ す醤油 55

38
－ 汁 ミそ

37 R
56

－ 菓子 干菓子 57

40
海鼠

平
海参

39 S
58

きのめ － 59
喜撰 茶 正喜撰 60

42
小鳥 汁 ゑひ

41 T
61

－ 初献 はりしよか 62

44

葉付大根
汁

葉付かふ

43 U

63
－ しめし 64

半平 平 あけ半平 65
－ 向詰 小鯛 66

46

－ 香の物 瓜

45 V

67
蒪 二献 蒪菜 68

あわひ 三献 漬あわひ 69
干くハし 菓子 唐菓子 70

48

きん柑 膾 －

47 W

71
紅ハた 汁 いたらかい 72

－ 一献 はりせうか 73
針せうか 二献 － 74
款冬花 三献 ふきの頭 75
干菓子 菓子 唐菓子 76
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【
表
３
】
重
複
献
立
に
お
け
る
相
違
表
記

あかゝい あかゝひ

食　
　
　
　

品　
　
　
　

名

あけはんへい あけはむへい
あゆ子 あいこ
あわび あわひ

糸かうたけ いとかうたけ
うすら う寿羅 うずら

えび えひ
おりへ大根 をりへ大こん

喜撰 きせん
慈姑 くわい

くわ豆 くわまめ
す醤油 すせうゆ 酢しうゆ 酢しゃうゆ

すはま すほま
すりみ すりミ

鯛 たい
鯛子 鯛の子
大根 大こん
土筆 つくし

なすび なすひ
海苔 のり

葉つきかぶ はつきかふ
葉ふき はふき はぶき

ほうれん草 ほうれん
干蕪菁 干かぶ
水な みつな

みつ葉 みつは ミつば
めばる めはる

餅 もち
やきとうふ やきとふふ

山吹 山ふき
柚 ゆ

わさび わさひ
蕨薇 わらび わらひ ハらひ

猪口 ちよく

項　
　

目　
　

名

猪口なます 御膾
香物 香の物 香のもの かうの物

肴 さかな
肴 糸目

初献 一
亜献 二
終献 三
菓子 くハし
糸目 －

調　
　

理　
　

名

さきて －
したしもの したし －

すまし －
なます －
にしめ －

ひたし物 ひたしもの ひたし －
やきて ひとりて
やきて 塩やき

焼て やきて －
到来物 － 他
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A reprint and description of overlapped menus of the Confucian 
household festivity of the RAI family

Sachiko  ODAKE and Keiko  OKUBO

abstract

The Rai family, Confucians in Hiroshima, kept 402 pieces of Confucian household festivity menus 

from the Edo Period, some written in duplicate or triplicate.  Twenty three overlapped menu sets, 21 

sets in duplicate and 2 sets in triplicate, were investigated to find differences between/among them.  A 

single set showed consistency in their contents.  In other sets, differences were found in order of food 

appearance, in food ingredients themselves, in omissions of food names, and in writing format (Kanji 

or Hiragana-Katakana).  The reason for the overlapped writing was considered:  menus were written 

before and after the festivities, one was a draft and the other was a final copy, or multiple ingredients 

were used because of numerous guests.

Keywords：Shunsui　Rai, Baishi Rai, Confucian household festivities, menu, the Edo era, Suginoki 

documents
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